
「地域・だいがく連携通信」の発刊にあたって

神戸大学地域連携推進室　室長　奥村　弘
　神戸大学は、教育と研究と並ぶ第三の使命として、知的成果を地域社会
へ還元することに力を入れています。本学の地域社会との結びつきは、阪
神・淡路大震災の経験が大きな契機になっています。震災後、多くの大学
教職員、学生が様々な分野で地域復興に深く関わってきました。大学の果
たすべき役割が地域にあることを実感させられた貴重な体験でした。大震
災後の経験を経て、個々の教職員や学生の地域貢献活動は、大学全体で取
り組むべき課題であると自覚されるようになりました。2003（平成 15）年
4月、神戸大学がすすめる産官学民連携の中の「民」＝地域の発展に資する
事業を支援する組織として、地域連携推進室が設立されました。
　地域連携推進室は、単に地域への「貢献」という一方的な支援ではなく、
大学と地域がお互いの立場を尊重しつつ、地域の課題解決に力を出し合う
双方向的な活動を目指し、その模索を大学全体として組織的・総合的に支援するため、学内各部局の
支援、自治体や住民団体等との連絡・調整をおこなうことを目的としています。
　実際の地域との取組は、人文学研究科、農学研究科、医学部保健学科の３部局の地域連携センター
を中心に各部局が、自らの領域を基本としながらも、相互に連携を取り、活動を展開しています。
　この度、神戸大学の地域連携活動に関する最新情報を広く学内外の方々に知っていただくため” 地域・
だいがく連携通信” を発刊することにしました。これを機にさらに「地域に開かれた大学」として、確
かな歩みを進めていきたいと思います。ご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。
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その他の部局

地域住民 

産業界・企業・各種団体 地方公共団体 大学等 

 
地域連携推進室

人文学研究科 
（地域連携センター）

医学部保健学科 
（地域連携センター）

農学研究科 
（地域連携センター）

連携・協力  連携・協力  

事務局

研究推進部研究推進課
研究・地域交流企画係

　地域連携推進室は、
人文・人間科学系、
社会科学系、自然科
学系、生命・医学系
教員と関係事務局職
員によって構成され
る組織です。したが
って、全学的な協力
体制の構築や学部間
の調整を、迅速かつ
円滑に実現すること
が可能です。

農学研究科
篠山フィールドステーション訪問記

　篠山市は、神戸大学農学部の前身である県立兵
庫農科大学があった縁深い場所です。農科大学が
あった当時、黒豆・山の芋の生産販売など農業分
野を中心にさまざまな課題解決に相互協力を行っ
てきました。その歴史的、人的つながりをもとに、
再び大学と地域がつながりを結び直そうと、
2006 年 3 月から農学研究科との地域連携事業に
取り組んできました。
　2006 年 11 月、篠山市での活動の拠点として、
「神戸大学農学研究科篠山フィールドステーショ
ン」が開設されました。このフィールドステーショ
ンは、篠山市の元福祉関係事務所であった建物。
篠山城址の堀端にある市役所から徒歩 5 分程度
の市の中心部に位置しています。鉄筋コンクリー
ト造 2 階建ての建物に入ると、1 階南側 2 室は研
究・事務室として、2階全面（会議室 3室、洋室）
はセミナー室として利用することができます。
（1 階北側は財団法人兵庫丹波の森協会篠山分室
が利用）。
　今回訪問したとき、篠山市の職員の方がパソコ
ンの設定作業を行っているところでした。大学か
ら持ち込んだのはパソコン 2 台であったのに対
し、篠山市は以前からの 4 台に加え、新規に 4
台を購入。単に集会のためのスペースを提供する
のではなく、情報発信ステーションとしての機能
をもたせるためとのこと。篠山市は非常に充実し
た施設・設備を準備してくださり、神戸大学との
連携への期待の高さが窺えました。
　

　案内してくださった、篠山市政策部企画課の堀
井宏之課長補佐は「自由に使っていただいたら」
と、その活用方法はすべて大学にまかせていると
おっしゃいます。「ぶらぶら学生さんに街を歩い
てもらうだけでも街に活気がでる」、「外からの視
点を持ち込むことで、篠山の街の再発見につなげ
たい」と、できるだけ実際に篠山に足を運んでも
らうことを期待している様子。農学研究科地域連
携センター長の加古敏之教授も、「農学研究科に
限らず、他の研究科や学部のゼミや研究会などの
集まりにどしどし利用して欲しい」と幅広い分野
での活用を望まれています。
　なお、2007 年 7 月 7 日には、第一回地域連携
フォーラムが篠山フィールドステーションを会場
に開催されました。農学研究科と篠山市の共催、
テーマは「官学連携による持続可能な地域再生に
むけて」。地元の地域住民や篠山市職員、大学関
係者が同じ場所に集い、活発な議論が行われまし
た。これからもこのフィールドステーションで、
いろんな議論の声が聞こえる日が待たれていま
す。
 

堀尾尚志地域連携担当理事

（２）　　　　　　　　　　　　　　地域・だいがく連携通信第１号　　　　　　　　　　　2007.7.20



2006 年度の報告
神戸大学地域連携活動発表会を開催                            

　2006 年 12月 8日、神戸大学地域連携活動発表会
が、瀧川記念学術交流会館大会議室で開催されまし
た。この会は、2006年度の神戸大学地域連携事業の
取り組みを学内外に報告し、各分野の方々からご批
評を賜り、今後の活動の方針に活かしていきたいと
の趣旨で、2005年から開かれています。
　内容は各センターからの活動報告（人文学研究科、農学研究科、医学部保健学科）、現代ＧＰと研究
室の地域連携活動、地域連携推進室の調査報告、自治体（灘区）における取り組み、学外からの批評、
パネルディスカッションなどです。
　2回目の今回は、学外から角村正博氏（神戸学院大学研究支援センター長）、清水郁子氏（大学コンソー
シアム京都事務局次長）、増野俊則氏（神戸新聞社論説委員室論説委員長）の
3人の方からご意見をいただきました。
　この活動発表会の内容は、『神戸大学地域連携活動発表会報告書』（2007
年 3月刊）で報告しています。
　2006年度神戸大学地域連携活動の概要だけでなく、外部の方々からの
目を通してみた忌憚のないご意見や問題点についてのやりとりも掲載し
ています。報告書ご希望の方は地域連携推進室までお申し出ください。
（研究推進課研究・地域交流企画係　078－803－5029）

2007年度の取り組み
地域連携事業を学内から公募

　2007 年度から、学内における地域連携事業推進のため、地域活性化への貢献をテーマに、経費の一
部を支援するものとして、「地域連携事業」を公募しました。
　対象取組事業は、人文学研究科、医学部保健学科、農学研究科の各地域連携センターとの共同事業
を除く、①協定締結に基づく、もしくは協定締結につながる取組事業、②自治体等との実績を踏まえた
萌芽的取組事業、③複数部局による取組事業です。いずれも部局全体の取組事業として行うことも条件
としました。つまり、部局の支援のもと、将来地域連携事業に育っていく芽を大学として、支援して
いこうとするものです。
　6 件の応募があり、地域連携推進室長を含め５名で構成する審査委員会で、次の 4 件が 2007 年度公
募による地域連携事業として採択されました。これらの事業については、12月 17 日（月）（予定）に
開催される今年度の地域連携活動発表会で成果が報告されることになっています。
・「地域と連携した卒前・卒後医学教育の新たな取り組み」医学部附属病院総合診療部
・「地域住民の後発医薬品・保健薬局利用支援と現役薬剤師の職能向上支援事業」医学部附属病院薬剤
　部
・「ESD ボランティアプログラム推進のための組織化支援事業」人間発達環境学研究科（ヒューマン・
　コミュニティ創成研究センター）
・「地域に根差す都市安全オープンセンター」自然科学系先端融合研究環（都市安全研究センター）

2007.7.20　　　　　　　　　　　　地域・だいがく連携通信　第１号　                                            　（３）

自治体等との地域連携協定

　神戸大学では、次のような自治体等と「連携協定」を結んで地域連携活動を行っています。

　自治体等との地域連携協定締結状況　　　　　　　　　　 　　　　 　　2007年 6月末現在
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編集後記
　「地域・だいがく連携通信」第１号をお届けします。早く、早くと思っていましたが、作業が遅れ、やっ
と今頃完成です。神戸大学での地域連携の動きを、学内外の方々にお知らせすることが目的です。年 2 回
の発行予定ですが、地域と大学を結ぶ「架け橋」になっていきたいと思います。当紙や本学の地域連携活
動についての情報やご意見は、地域連携推進室（078-803-5029、ksui-chiiki@office.kobe-u. ac.jp）までお
寄せください。お待ちしています。今後ともよろしく。

協　定　先 　 締結日  協定締結部局 目　的

神戸市灘区 　 2004.12.2  大学（包括協定）
地域福祉向上、産業振興、教育・文化・ス
ポーツの振興及び発展、人材育成、まちづく
りのための連携

小野市 　 2005.1.26  大学（包括協定）
文化・教育及び学術の分野で援助・協力し、
生涯学習等に関する諸課題や文化遺産を活用
した地域との連携事業について協同で研究等
に参画

朝来郡生野町
（2005年4月合併
により朝来市）

　 2005.3.23  大学（包括協定）
文化・教育及び学術の分野で援助・協力し、
生涯学習等に関する諸課題や文化遺産を活用
した地域との連携事業について協同で研究等
に参画

兵庫県
（まちづくり
復興担当部）

　 2005.12.2  大学（部分協定）
県下の市町や県民が取り組むまちづくり、文
化及び学術の分野で連携し、地域の歴史的資
源の活用、優れた景観の形成等を通じたまち
づくりに関する調査・研究

兵庫県 　 2006.11.18  経済経営研究所 少子化に関する調査研究及びその成果の普及
等において連携、協力

篠山市 　 2007.4.5  農学研究科
地域課題の解決、産業振興、まちづくり等の
分野での相互協力によって、双方の活性化と
人材育成に寄与

神戸市東灘区 　 2007.6.20  海事科学研究科 人材や知識などの資源を活用し、人材育成と
地域活性化に寄与

　神戸市灘区　　　　　　　　　　　　小野市　　　　　　　　　朝来郡生野町（現 朝来市）


